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１．モックアップ試験時に確認したゼオライト保管容器の差圧上昇について

◼ ゼオライト保管容器を満充填するモックアッ
プ試験※を実施していた際、下記の事象を
確認。

※ 垂直移送ポンプからゼオライト保管容器へ、
ゼオライト粒子、スラッジ（砂・酸化鉄）を
模擬した混合物の移送試験。

＜発生事象＞

充填途中にフィルタ差圧が大きく上昇し、
満充填前に設計差圧超過を確認。
（満充填は約2000kgだが約1200～
1300kgで差圧高警報が発生。
なお、その後の脱水は実施可。）
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◼ フィルタ差圧を上昇させている付着物（フィルタ深部の付着物）を分析した結果、バイオフィルム等の不純物は確
認されず、ゼオライトであることを確認。（酸化鉄（赤錆）は、差圧上昇の主要因でないことを確認）

◼ 試験前後のゼオライト粒子を調査した結果、一回り小さくなっていることを確認

◼ ゼオライト保管容器の微粒固形物捕集可能量（差圧を上昇させる微粒子）は約286kgであることに対し、フィル
タに堆積した微粒子の総量は約260kgで、保管容器はほぼ設計通りに機能したことを確認。

◼ 一方、ゼオライト粒子に付着している微粒子、スラッジ模擬で投入した酸化鉄等の微粒子の総量は約6.5kgと推
定され、試験プロセスの中でゼオライト粒子が細粒化されていると推定。

差圧上昇は
細粒化した
ゼオライト
による

２．フィルタ堆積物の調査

フィルタ断面拡大イメージ

＜上部フィルタ付着物の分析結果＞

フィルタ表面のSEM
像(茶色部分)

40μm

フィルタ深部のXRD測定
⇒ゼオライトが主要因であることを確認

酸化鉄(ヘマタイト)のXRDパターン

ゼオライトのXRDパターン

40μm

【参考】新品フィルタ

ゼオライトは、新品（約3mm～0.5mm）に対して、
一回り小さくなっている状況を確認

保管容器内部から
採取したゼオライト
（赤色は酸化鉄
の影響）

新品ゼオライト

① 投入したゼオライト

② フィルタに付着した
固形物量

移送によりゼオライトが細粒化し、
保管容器内で沈降せずに
フィルタに付着したと推定

微粒子のフィルタ
捕捉量 約260kg

微粒子(100μm以下)
最大でも6.5 ㎏
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3．ゼオライト細粒化の原因調査

AA

インペラ

ポンプ
ケーシング

ゼオライトの流れイメージ
垂直移送ポンプ断面 A-A断面

◼ ゼオライト垂直移送ポンプによる細粒化が
原因と推定
⚫検証試験

当該ポンプを用いたゼオライト移送を行っ
た結果、ゼオライト粒子の約20%が細粒
化していることを確認。

⚫ 推定メカニズム
当該ポンプは極力高い揚程※1を稼ぐた

め、ポンプ内のインペラとケーシングのクリア
ランスが小さい型式を採用。
ゼオライト移送の際、摺動するインペラと

衝突する回数が多く発生することとなり、
細粒化させてしまったと推定※2。

◼ なお、垂直移送ポンプ以外（水平移送ポ
ンプや集積作業用ポンプ）については、イン
ペラとケーシングのクリアランスが比較的大き
い型式を採用しており、有意な細粒化事
象は確認されていない。

クリアランス小

インペラ

クリアランス大

JAEA楢葉遠隔技術セン
ターで使用した別のポンプ

【参考】
JAEA楢葉遠隔技術センターで実施した
モックアップ試験ではレベル計の検知に重
点を置き、容器の満充填までの8割程度
は別のポンプ（インペラとケーシングのクリ
アランス大）で充填し、満充填の部分に
ついて垂直移送ポンプを使用していたため
、差圧高事象は発生せず。

※1 系統圧力損失（主に配管の圧力損失とゼオライト保管
容器のフィルタ差圧）に対応するため

※2 ゼオライト垂直移送ポンプのインペラに摩耗が確認されてい
たことからも、ゼオライト粒子の衝突回数が多かったと推定。

現状の垂直移送ポンプ構造
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４．今後の対応方針

◼ 現状のままでは、ゼオライト保管容器の満充填まで回収出来ない可能性があり、
水処理廃棄物の保管容器が増えてしまう懸念がある。

◼ 今後、ゼオライト粒子を細粒化させないため、ゼオライト垂直移送ポンプの見直し
（インペラとケーシングのクリアランス、または流路（断面積）が大きい型式への見
直し）※を対応策の主案として、検討を進めていく。
⇒ ポンプ選定、納期、試験等で数ヵ月要する見込み。
⇒ ゼオライト垂直移送ポンプの変更（＝系統流量の変更）が予想され、2025

年3月に予定していた実施計画変更申請の補正は本検討の完了後とする。

2024年度 2025年度 2026年度 2027
年度

容
器
封
入
作
業

モックアップ

製作・設置

作業(HTI)

作業(PMB)

実施計画

垂直移送ポン
プ他見直し

認可時期見直し

現在

垂直移送ポンプの見直し案

候補①

候補②

※ インペラとケーシングのクリアランスや流路（断面積）を大きくすることで、インペラとゼオライト粒子の衝突回数を抑制
し、ゼオライト粒子の細粒化とインペラ摩耗の抑制に大きく寄与する

インペラ

インペラ


